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1 .緒論 れほど強〈なく参加意志決定には大きな影響を与えていな

子どもを対象とした地域スポーツが盛んな中で、それらを い。会員募集の認知も母績が f幼稚園や保育園の先生に開

対象とした研究活動もまた活発化されるのは、当然のなりゆ いてJや、ついで「新聞広告やパンフレットなどj によっ

きといえよう. て、親がその情報を最初にキャッチしている。そのような

山岸らは、 1982年に水泳教室をとりあげ、水泳教室加 状況の中から、子どもを体育教室に入会させる毘的に、何

入を含む日常の教室参加過程にみる母親の関与の大きいとと らかの期待があるものと考えられる。

を解明している. 1983年には、椛沢らは、上の研究を受 昨年、との学会で発表した椛沢らは子どもをスイミング

け、とくに水泳教室に対する親の期待の多くは、選手コース スクールに参加させている親の期待は、第 1位が「健康・

に子どもを参加させている婦合を除いて、ほとんどが「健康 体力っくり j 、第2位が『泳力の向上Jであり、第3位が

・体力つ〈りJ r泳カの肉1:Jなどの順になっており、当然 『精神力の養成Jlこ期待しているととを報告している。

の期待傾向であると理解した.しかし、期待実現については 今回の体育教室に対する貌の期待を、第1選択から第3

親の認知レベルに対応するかのように「泳力の向上J r精神 選挟までの回答を求め、加重得点訟で順位を決定したのが

カの養成』などに顕著な反応が認められたことは注目される 表2である。表2からも明らかなように、体育教室でも「

ところである。 健康・体力っくり j に期待している親が一番多いごとがわ

上の研究をふまえ、今回は 3 つの点から研究 tJ~進められた。 かる。第2位が「精神力の養成Jであり、第3位が「運動

ひとつは、種目をかえて体育教室を対象とし、跳んだり、は 技能の向上Jである。 r社会性の育成j の期待水準はスイ

ねたり、走ったり、多彩な運動をさせる体育教室に対して. ミングスクールでも、体育教室でも低い。

親たちがいかなる期待をするか、という点である.もうひと 3‘貌の期待内容と体育教室入会前後の子どもの遊び生

つは、とのような体育教室参加が子どもの遊びの生活にいか 活との関係

なる変化をもたらすかである。第3は、予想されるこれら子 表3は、親の期待をさらに具体化したものである。健康

どもの遊びの変化と貌の期符との関係の考察である.以上3 ・体力っくりでの具体的な期待のうち、 「がんばりのきく

点について調査、分析するのが本研究の目的である。 身体にしたいJが男子、女子とも圧倒的に多いことがわか

る。さらに、精神力の養成では、 fがんばりやにしたいJ

II.研究方法 f集中力のある子にしたいJ rがまん強い子にしたいJ r 

調査時期:昭和59年7月-9月 ものおじしない子にしたいJという具体的な期待に多く集

調査方法:質問紙訟 まっている。また、運動技能の向上では、「運動好きな子

調査対象 :K体育教室参加者の親 にさせたいJに男子、女子とも 50%以上の期待を寄せて

男子 189、女子97、有効間収数は500.有効同収率 いる。

57. 2 %である。 体育教窒に入会する以前と入会後の現在との間に、子ど

もの遊び生活の比較を、親の尽力、ら評価したのが、表4、

凹.結果の概要 5. 6である。 r運動遊びj についてみると、体育教室に

1、K体育教寝参加者のサンプル 入会する以前より.現在のほうが男子、女子とも運動遊び

子どもの年齢と性別は、表 1に示したごとくである。年齢 をよくするようになったと回答している。このことは、具

は、 5歳児を申心にして幼少時に集中している。之れは、 K 体的な親の期待の中にもみられたように、 「がんばりのき

体育教室が入会を小学校2年生までと決めているためである o く身体にしたいJさらに「運動好きな子にさせたいJとい

2歳児以下は、まだ入会ができない。表1からも明らかなよ う体育教室長に対する期待の実現と大きな関連があるものと

うに、小学校入学以後は退会するものが多い。性差について 考えられる。 r戸外での遊びj についても同じようなこと

は、男子がか多〈、女子については、その傾向にあまりかわ がいえよう e

りがないので、今聞は男子を中心に考察する e ごのごとは、教室に入っていない子どもたちと比較をし

2‘体育教定に対する親の期待 なければならないし、加齢に伴う自然な変化とも考えられ

体育教室参加に対する子ども自身の要求は、幼児のためそ る。とれらの問題は、今後の研究課題としたい。
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表 1、とどもの年齢

性別

年齢 男(世) 女(%) 1 

3績児 10 ( 5. 3) 2 ( 2. 1) 

4歳児 23 (12. 2) 1909.6) 

5歳児 70(37. 1) 26(26.8) 

6111児 49(25.9) 25(25.8) 

7歳児 2302.2) 14 (14.4) 

8歳児 6 ( 3. 1) 9 ( 9. 3) 

9歳児以上 8 ( 4. 2) 2 ( 2. 1) 

無期平明 o ( 。) o ( 0) 
告計 189(100.0) 97 (100.0) 

表3町体育設室参加に対しての親の期待(具体的な内容}

w主)
「ー扇有子五蚕ii 男 cz) 女 (%) 

4走がんばりのき〈身体にしたい 145 78‘7 68 70.1 
凍 風邪をひかない千に Lたい 27 14、3 23 23.7 

4340 E 体格のいい子に Lたい 11 3.7 o o 

体質を改善させたい 7 I 3.7 5 I 5.2 
つ
〈 スマートな子に Lたい 111、e

~己不明 1 I 0.5 o 。
合 計 189 97 

(2. fI) 

期待する項目 男 czl 女 信}

識がんぼりやに Lたい 58 30、7 30 30‘8 
集中力のある子に Lたい 50 28、4 32 33‘。
1J がまん強い子にしたい 4 4 23.3 18 1ιs 

司 |も町おιLない子にしたい 3 1 18‘4 1 7. 17.5 
J長出掛もしヲかりや晶子にしたい 4 2.1 。
点国匪記不明 2 、I 。
恰 計 J!JtJL L旦空

(3 ~主}

銅待する項目 男 (S) を (S)

登霊
Ii!UUUな子にさせたい 107 58、s 56 57、7

人なみの運動型で書晶子にさせたい 62 32.8 33 34.1 

量周に運動できる干にさせたい 15 7.8 8 8、2

能
ー誌の運動選手にさせたい

の
2 1.1 。。

向l幼稚園や学校町体育の成績をあぜたい 0.5 。。
..l:... i集記不明

i告 計

t4f宣〉

期待する項目

541 〉
自S量的に行動で書晶子に Lたい

仲間と協調してやれる事に Lたい

サ生 申るい性格な子にしたい

2Jのh t 礼儀正Lい子に Lたい
きまOのよ〈守れ晶子に Lたい
A 
線記不明

合 討

表 E、戸外での遊びについて

ぐに ---------. 性glJ

1寺期 --~ 

項目

i戸外でよく遊ぶほう
炉併であまり遊ばないほう

』合計'

表 6.遊び{仲間について

-23-

2 1.1 。
189 97 

男 (Sl 宜 m

78 41.3 26 26‘B 

49 25.8 27 27‘8 

34 17.9 28 28.9 

1 6 8.5 1 0 10、2

1 1 、8 5 5.2 

0.5 1.0 

189 97 




